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   Efficacy and safety of terodiline hydrochloride were studied by treating 38 patients who com-
plained of pollakiuria and incontinence with this drug. Terodiline hydrochloride in a dose of 24 
mg once or 12 mg twice a day was administered to these patients for 4 weeks and the conditions 
of the patients before and after the treatment were evaluated. According to the subjective symp-
toms, pollakisuria during the daytime and at night, incontinence, anischuria at night and frequency 
of urination were all reduced significantly. Objective symptoms detected after the treatment a ten-
dency of increase (p<0.1) in the bladder volume at the time of maximum micturition. However, 
no change in the urination volume and the maximum urine flow was observed before and after 







The results were favorable with overall improvement of 78.4% and efficacy of  75,7%. Side effects 
were observed in 3 of the 38 cases (7.9%), but all the symptoms were slight. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 36: 1371-1377,1990)
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程 度 昼 間 夜 間
1つ ら くない2時 間に1回 以下1回 以下
2少 しつ らい1時 間に1回 程度2回
3つ らい30分 に1回 とい うこともあ る3回



































2日 常生活 にやや支障あ り おむつ をあてるほ どでもない
3日 常生活 に支障あ り おむつ をかえる必要 がある









































































なお,あ らか じめ,16歳未満の患者,幽 門,十二指
腸または腸管が閉塞している患者,高度の下部尿路閉
塞性疾患患老,緑 内障患者,心 ・肝 ・腎に重篤な疾患
のみられる患者,妊 婦または妊娠している可能性のあ
る患者は,対象から除外 した.






































































































































































































































































































































































±O.7が投 与 後2週 間 で2.0±1.0,4週間 で1.9±
1.1といず れ に つ いて も2週 目,4週 目で 有意 に 改善
を 認 めた(Fig.1).
2)尿 失 禁,夜 間遺 尿
尿失 禁 を示 す ス コアは 投 与 前2.4±0.5であ った が,
投 与2週 間で1.7±0.7,投与後4週 間 で1.5±0.7と
有 意 に 改善 を 認 め た.夜 間遺 尿 は,投 与 前2.3±0.7
であ った が,投 与 後2週 間 で1,8±0.8,4週間 で1,0
±0.0とな った(Fig.2).
3)排 尿 回数 の 推 移
昼間 投 与 前 で1日10.9±5・1回 で あ っ た もの が,
投 与2週 間 目よ り有 意 に減 少 し,8.5±3.1回と な り
4週 間 後 で は,7.4±3,3回とな った.
夜 間排 尿 回数 は投 与 前3.1±2.0回,投 与 後2週 間
で2.7±1.7回,投与 後4週 間 で2.1±1.2回と な っ
た.昼 間,夜 間排 尿 回 数 とも,投 与4週 間 後 には 有 意





























































































































































Fig.6。尿流 量 測 定各 パ ラ メー ターの 推 移
Table4.全般 改善 度







全体奪講 響 鑛 禽舗 輸 鵠 蹴 雛
3835 3 0 0 100%
Tabe6.有 用 度












3.他 覚 所 見
1)初 発 尿意 時 膀 胱 容量,最 大尿 意 時膀 胱 容 量
初発 尿意 時膀 胱 容 量 は,投 与前83.2±43.8ml,投
与 後95.1±33.7mlであ った.最 大 尿 意 時膀 胱 容 量 は
投 与 前155.3±99。5m1,投与後221.1±58.7m1とな
り,増 加傾 向 がみ られ た が,有 意 差 は得 られ なか った
(Fig.4).
2)排 尿 量,残 尿 量
排 尿量 は,投 与 前 でll8・1±50,7m1,投与 後 で103.2
±5Lgmlで あ った.残 尿 量 は投 与 前22.5±16.2ml
が,投 与 後7.1±1L6mlと有 意 に 減少 した(Fig.5)。
3)最 大 尿流 量 率,平 均 尿 流量 率
尿流 量 測 定 を行 った結 果,最 大 尿流 量 率 に つ いて も
平 均 尿流 量 率 につ い て も投 与 前後 で有 意 な変 化は み ら
















杉 山,ほ か:塩 酸 テ ロジ リン ・頻 尿
告されており,投薬前には下部尿路通過障害のチェッ
クは十分に行い,投与後も定期的に排尿状態を注意深
く観察する ことが大 と思われる.膀 胱内圧測定の結
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